
議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌

20
日 

○
建
設
産
業
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
（
大
分
県
臼
杵
市
、
大
分
県
日
田
市
、

　

福
岡
県
糸
島
市
22
日
ま
で
）

21
日 

○
川
西
市
議
会
行
政
視
察
受
入

25
日 

○
栃
木
県
市
議
会
議
長
会
議（ 

26
日　

　

ま
で
）

26
日 

○
全
員
協
議
会

　
　

 

○
議
会
運
営
委
員
会

27
日 

○
関
東
市
議
会
議
長
会
議（ 

28
日
ま
で
）

29
日 

○
議
会
基
本
条
例
策
定
等
検
討
委
員
会

　
　

 

○
県
北
５
市
議
長
会
議

8
日 

○
全
員
協
議
会

　
　

 

○
議
会
運
営
委
員
会

15
日 

○
平
成
27
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会 

　

招
集（
本
会
議
）

17
日 

○
本
会
議（
一
般
質
問
）

18
日 

○
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　

 

○
広
報
広
聴
委
員
会

22
日 

○
総
務
常
任
委
員
会

　
　

 

○
民
生
常
任
委
員
会

23
日 

○
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
　

 

○
文
教
常
任
委
員
会

25
日 

○
本
会
議（
議
決
）

　
　

 

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　

 

○
全
員
協
議
会

　
　

 

○
広
報
広
聴
委
員
会

　
9
日 

○
広
報
広
聴
委
員
会

14
日 

○
全
員
協
議
会

28
日 

○
二
戸
市
議
会
行
政
視
察
受
入

8
日 

○
議
会
基
本
条
例
策
定
等
検
討
委
員
会

12
日 

○
全
員
協
議
会

　
　

 

○
議
会
運
営
委
員
会

13
日 

○
唐
津
市
議
会
行
政
視
察
受
入

15
日 

○
那
須
市
町
村
議
会
議
長
会
総
会

18
日 

○
総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
（
岡
山
県
備
前
市
、
愛
知
県
一
宮
市
、

　

静
岡
県
焼
津
市
20
日
ま
で
）

18
日 

○
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
（
埼
玉
県
上
尾
市
、
兵
庫
県
小
野
市
、

　

奈
良
県
奈
良
市
20
日
ま
で
）

20
日 
○
民
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
（
東
京
都
台
東
区
、
沖
縄
県
沖
縄
市
、

　

沖
縄
県
読
谷
村
、
沖
縄
県
那
覇
市

　

22
日
ま
で
）

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

（
委
員
会
審
査
状
況
）

《
陳
情
第
5
号
》

　
「
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以
下
学
級
の
前
進
」を

　

求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
５
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
請
願
の
趣
旨
）

◯
国
の
責
任
で
、小
学
校
3
年
生
以
降
の
35
人
以
下

　

学
級
を
計
画
的
に
前
進
さ
せ
る
意
見
書
の
提
出

　

を
求
め
る
も
の

◯
35
人
以
下
学
級
実
現
の
た
め
、標
準
法
を
改
正
し

　

て
教
職
員
定
数
改
善
計
画
を
立
て
る
意
見
書
の

　

提
出
を
求
め
る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

審
査
で
は
、本
市
は
、大
規
模
校
か
ら
小
規
模
校

ま
で
、児
童
生
徒
の
人
数
は
地
域
に
よ
り
差
が
あ
り

ま
す
。本
市
の
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、教
職

員
定
数
改
善
計
画
に
つ
い
て
も
調
査
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
本
委
員
会
で
は
継
続
審
査
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
陳
情
第
６
号
》

　

特
別
支
援
学
校
の「
設
置
基
準
」策
定
を
国
に

　

求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
５
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
請
願
の
趣
旨
）

◯
特
別
支
援
学
校
の「
設
置
基
準
」を
策
定
す
る

　

こ
と
を
文
部
科
学
大
臣
に
意
見
書
の
提
出
を

　

求
め
る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

審
査
で
は
、本
市
に
施
設
が
な
い
た
め
、施
設
の

運
営
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
不
明
な
点

が
あ
り
、現
地
調
査
を
し
な
い
と
結
論
が
出
せ
な
い

た
め
、近
隣
の
施
設
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と

か
ら
本
委
員
会
で
は
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

《
陳
情
第
７
号
》

　

国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て「
高
校
無
償
化
」を

　

復
活
し
、給
付
制
奨
学
金
の
確
立
を
求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
５
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
陳
情
の
趣
旨
）

◯「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
」へ
の
所
得
制
限
を

　

や
め
て「
高
校
無
償
化
」を
復
活
さ
せ
る
意
見
書

　

の
提
出
を
求
め
る
も
の

◯「
奨
学
給
付
金
」を
拡
充
し
て
、高
校
生
へ
の
給
付

　

制
奨
学
金
を
確
立
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

　

る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
現
行
制
度
は
、教
育

に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、教
育
の
実
質

的
な
機
会
均
衡
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、採
決
で

は
全
会
一
致
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

《
陳
情
第
８
号
》

　
「
大
学
生
へ
の
給
付
制
奨
学
金
創
設
」を
求
め
る

　

陳
情

（
平
成
27
年
５
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
陳
情
の
趣
旨
）

◯
大
学
生
に
対
す
る「
給
付
制
奨
学
金
」制
度
を

　

つ
く
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
を
国
に
提
出
を

　

求
め
る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

審
査
で
は
、経
済
情
勢
の
低
迷
か
ら
、貧
困
家
庭

で
は
、高
校
や
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
も
現
実
的
に
あ
り
、給
付

制
奨
学
金
の
制
度
に
つ
い
て
調
査
し
な
け
れ
ば
判

断
で
き
な
い
こ
と
か
ら
本
委
員
会
で
は
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月

５
月

６
月

おおたわら市 議会だより(17) 平成 27年 8月1日


